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【背景】 

「健康日本 21」に賛同する団体が会して、民間の立場から健康日本 21 の推進を図ることを目

的として「健康日本 21 推進全国連絡協議会（以下、協議会）」が 2001 年に設立された。現在、

140 団体が加入しているが、各団体の取り組みがどの程度、健康日本 21 の目標値等を意識して

実施されているか、また、その取り組みの評価指標（ここでは両者を合わせて「連携指標」とい

う名称で定義する)は存在していない。しかし、今後の健康日本 21（第三次）の具体的な推進、

各団体の寄与度の評価、将来課題の抽出を行うためには、各団体のミッションに応じた、健康日

本 21 と方向性を一致させた連携指標の設定が不可欠である。 

【目的】 

本研究は、「健康日本 21 推進全国連絡協議会」加入 140 団体の取り組みの推進とその寄与度の

評価、将来の課題抽出を継続するために必要な「健康日本 21 連携指標」の開発を目的とする。 

【方法】 

①健康日本 21 推進に貢献している加入団体が、どのようにその目標や目標値を意識して事業

に取り組んでいるのかという実態を把握するためのアンケート調査を実施し、その結果の集計・

解析を通じて今後の連携指標の開発に資する。②必要と考えられる連携指標案を抽出し、実際に

連携指標案を用いた取り組みと評価を実施する（モデル団体を選定しトライアルを実施予定）。

③連携指標の一般化の方向性を提案する（指針などの作成）。①～③を 3年計画で進めていく。

【本年度の結果：方法①までを実施】 

協議会に加入している全団体の組織体制や活動内容の実態をウェブサイトで把握した上で（資

料 1）、協議会事務局へ本研究への協力を依頼し、合意を得た（2024 年 8 月 9日、9月 27 日に協

議会を訪問）。協力内容は、①アンケート送付時の添え状の作成、②アンケート内容への助言・

指導、③アンケート（Google フォーム）の各団体への配布、④同集計・解析への助言指導、⑤具

体的に連携指標の設定と評価を行う団体の選定、⑥連携指標の運用についての助言・指導、⑦研

究成果を活用した共同ワークショップ等の企画である。 

本年度実施したアンケートの調査票および調査票を反映した Google フォームは資料 2 の通り

である。調査期間は 2024 年 12 月 2 日～2025 年 1 月 10 日で、協議会事務局の協力の下 140 団体
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にメールで配布し、89 団体から回答を得た（回答率 63.6％）。 

アンケート結果は資料 3 の通りである。目標別では、健康日本 21（第三次）の各目標項目のう

ち、全領域で共通項目と考えられる健康寿命の延伸を除くと、運動・身体活動・ロコモティブシ

ンドローム関係、喫煙、特定健診と関係する循環器病危険因子管理関係が、「取組中」の割合が高

い傾向を示した。「団体のミッションとしての活動」、「団体独自の目標値の設定」、「健康日本 21 関

連機関・団体との連携」をしている団体の割合は低かった。団体別では、ほとんどの団体が 1 つ

以上の目標を「取組中」と回答していたが、それを公表している団体は少なかった。半数以上の

団体が 1つ以上の目標を「団体のミッションとしての活動」していると回答したが、「団体独自の

目標値の設定」、「健康日本 21 関連機関・団体との連携」をしている団体は少なかった。 

【本年度の考察】 

アンケート結果より、各団体がそれぞれのミッションに基づいて健康日本 21 の各目標に取り組

んでいるものの、定量的な評価指標や連携の具体性が不足している現状が浮き彫りになった。団

体ごとに取り組みを行っていても独自の目標値が設定されていない場合、活動の効果測定や比較

が困難となるため、各団体が具体的かつ測定可能な目標値を設定することが求められる。また、

健康日本 21 関連機関・団体との連携が十分でないことは、情報共有や共同施策の実施の面で改善

の余地があることを示唆している。さらに、取り組みや成果の公表が少ないことは、他団体への

良い刺激を与えたり、ノウハウを共有したりする機会を減少させている。 

今後の連携指標の開発にあたっては、各団体が具体的な目標値を数値化し、進捗を定量的に評

価する枠組みを整備するとともに、情報共有・共同施策の展開・成功事例の共有を促進する仕組

みを導入することで、協議会全体としての健康日本 21 推進効果の向上を図る。また、実際に連携

指標を用いた評価を行うモデル団体を選定し試行することでの指標の有効性や改善点の明確化な

どが期待される。これにより、連携指標の一般化に向けた具体的なガイドラインや評価基準の整

備が進むであろうと考える。 

【本年度の結論】 

本研究の第一段階として、健康日本 21 推進に寄与する団体の現状把握と課題の抽出がなされ、

連携指標開発の必要性が明確となった。今後の課題としては、具体的かつ測定可能な指標の設定、

団体間の連携強化、および、制度的支援の枠組み整備が挙げられる。これらの取り組みが、健康

日本 21（第三次）の具体的な推進と効果的な評価システムの構築に向けた基盤となることが期待

される。 
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資料１. 健康日本21推進全国連絡協議会加入団体の状況
（各団体ウェブサイトより調査）

加⼊団体所在地
東京都 118 84.3%
⼤阪府 3 2.1%
⽯川県 2 1.4%
神奈川 2 1.4%
千葉県 2 1.4%
⼤阪市 2 1.4%
埼⽟県 2 1.4%
福岡県 2 1.4%
愛知県 1 0.7%
京都市 1 0.7%
奈良県 1 0.7%
記載なし 1 0.7%
HP不明 3 2.1%
総計 140 100.0%

加⼊団体法⼈格
公益社団法⼈ 33 23.6%
⼀般社団法⼈ 28 20.0%
公益財団法⼈ 26 18.6%
ＮＰＯ法⼈ 18 12.9%
⼀般財団法⼈ 17 12.1%
公法⼈
(特別の法律により設⽴される法⼈) 2 1.4%
公団体
(特別の法律により設⽴される団体) 1 0.7%
社会福祉法⼈ 1 0.7%
医療法⼈社団 1 0.7%
記載なし 10 7.1%
HP不明 3 2.1%
総計 140 100.0%
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健康⽇本21指標改善に寄与する活動の掲載
あり 115 82.1%
なし（不明確） 22 15.7%
ウェブサイト不明 3 2.1%
総計 140 100.0%

健康⽇本21のロゴ・リンク先の掲載
あり 37 26.4%
なし 100 71.4%
ウェブサイト不明 3 2.1%
総計 140 100.0%

2023年度以降の活動実績の掲載
あり 134 95.7%
なし 3 2.1%
ウェブサイト不明 3 2.1%
総計 140 100.0%

「第１回健康日本21（第三次）
推進専門委員会 令和５年10
月20日資料2」目標項目一覧
を参照し、調査者が全団体の
ウェブサイトから確認した

資料１（続き）
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資料１（続き）
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資料１（続き）
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資料１（続き）
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資料２．アンケート調査票
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資料２（続き）

52



Ｑ3-1、Q3-2.   別シート「第三次⽬標⼀覧」（1/3）

資料２（続き）
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Ｑ3-1、Q3-2.   別シート「第三次⽬標⼀覧」（2/3）

資料２（続き）
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Ｑ3-1、Q3-2.   別シート「第三次⽬標⼀覧」（3/3）

資料２（続き）
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Googleフォーム反映後（抜粋）
資料２（続き）
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資料３．アンケート結果
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資料３（続き）
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Q3-1.健康⽇本２１（第三次）⽬標の取組状況（取組中/取組を公開中/今後、取組予定） n=89
⽬標別 取組状況

資料３（続き）
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資料３（続き）
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トップ５
資料３（続き）
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取組中の⽬標を1つ以上回答した団体は89団体中71団体。
そのうち、取組を1つ以上公表している団体は15団体。

団体別 取組状況

全国健康保険協会
地球⾜もみ健康法実践普及協会
⽇本禁煙学会
ＮＳＣＡジャパン
⽇本臨床スポーツ医学会
東京顕微鏡院
こころとからだの元氣プラザ

取組中の⽬標を公表している15団体

全国栄養⼠養成施設協会
⽇本総合健診医学会
⽇本⽣活習慣病予防協会
⽇本⻭科医師会
⽇本糖尿病学会
⽇本⾷育協会
地域医療振興協会
⽇本禁煙科学会

資料３（続き）
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Q3-２.健康⽇本２１（第三次）の⽬標について団体のミッションとしての活動/団体独⾃の⽬標値の設定/関連団体との連携） n=89
⽬標別 活動/⽬標設定/連携状況

資料３（続き）
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資料３（続き）
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トップ５
資料３（続き）
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ミッションとして活動している⽬標を1つ以上回答した団体は89団体中53団体。
団体独⾃に設定した⽬標値や、関連団体と連携している⽬標を持つ団体は少ない。

⽇本公衆衛⽣学会
健康・体⼒づくり事業財団
⽇本公衆衛⽣看護学会
⽇本糖尿病学会
フレンドリー情報センター
⽇本禁煙科学会
予防医学事業中央会
全国健康保険協会
⽇本禁煙学会
全国保健所⻑会
ＮＳＣＡジャパン
健康保険組合連合会
こころとからだの元氣プラザ

独⾃の⽬標値を設定している7団体

団体別 ミッションとしての活動/⽬標設定/連携状況

⽇本⽣活習慣病予防協会
⽇本⾷育協会
ジュース
全国健康保険協会
明治安⽥厚⽣事業団
⽇本禁煙学会
こころとからだの元氣プラザ

21関連団体と連携している13団体

資料３（続き）
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資料３（続き）
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